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はじめ に

言語的能力は，人間の一般的知能の大きな要素の

１つである．ゆえに，知能障害を中心障害とする精

神遅滞児の場合は，その100％の者が言語発達遅滞

を伴っているといっても過言ではない．また，構音

障害(39％)や吃音(1.8％)などの言語障害を伴う者

もいる(佐藤俊雄，松田善衛，1975)．さらに，重度

の遅滞児や自閉症児の中には，表出言語を獲得する

ことの困難な者も多い．構音の不明瞭さや，その子

供独自の身ぶりサインによる発信などのために，ご

く限られた対象者としか交信が成立していない者も

いる．

上記のような種々の言語面の問題を併せ持った精

神遅滞児を対象として，如何に充実した言語指導を

するかといったことは，我々にとって，実践・研究

両面の大きな課題である．一門も過去において，詳

細で多面的な言語発達診断とそれに基づく指導の必

要性について述べたが(一門恵子，長浜朋二，1981)，

繁雑な教育現場での活用には困難を伴うものであっ

た．筆者らも過去約６年間，遅滞児を対象として言

語指導の臨床活動を行ってきたが，指導の領域や方

法に関しては，未だ模索の域を脱していない．精神

遅滞児のスピーチの側面だけに注目して，構音障害

の矯正をすることには，その改善，定着に限界があ

る．音声記号や文字記号の導入以前に視覚的・聴覚

的認知機能を高めることから始めなければならない

対象児も多い．また，内言語を育てることを目的と
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して，概念形成を目指しても，さまざまな概念の中

から，何を選択し，どう指導するかについての確か

な指針を得るには到っていない．併せて，課題訓練

で獲得した概念の生活場面への般化にも障壁があ

る．

精神遅滞児の言語指導に関しては，生活全般，教

育活動全般にわたって言語面の指導をすることが大

切であると考える立場と，行動変容技法による系統

的・組織的な言語指導が必要であるとする立場とが

ある．その他，教科「国語」としての取り扱いや，

養護・訓練の領域での指導など，遅滞児の言語指導

に関しては，教育現場においても，学校間，教師間

で見解を異にすることが多い．

一門が収集した米国のランゲージ・インターペン

ションに関する資料の１部として，いくつかのイン

ターペンション・プログラムがある(一門，1983)．

米国の遅滞児のための学校では，個別，あるいは小

集団によるインターペンション・プログラムを活用

した言語指導の場面が多く観察される．養護学校に

専任の言語治療士が配属されていたり，言語治療士

が遅滞児のための学級を訪問して援助している米国

の教育システムと我国の現状との違いは考慮せねば

ならないが，我国においても言語指導の充実化が図

られることを願うものである．

ランゲージ・インターペンション・プログラムは，

その背景となっている言語発達理論や指導対象児の

違いなどによって，指導内容・方法も自ずと異なっ

たものとなってくる．米国のインターペンション・

プログラムを大別すると，発達的(環境的)アプロー

チによるものと，行動変容技法を駆使した治療的

(補償的)アプローチによるものの２つに分けられる．
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一門恵子・坂本裕

前者は主に障害幼児や軽・中度の遅滞児を対象とし

て考案されており，後者は重度・最重度児をそのタ

ーゲット・ポピュレーションとしている．障害の程

度が比較的軽度の場合は，特別にとりたてて言語指

導をしないでも，子供たちは生活の中で，ごく自然

な形で言語能力を向上させることができる．しかし，

重度・最重度の遅滞児や自閉症児にとっては，構造

化された学習場面で言語能力の拡大が図られる必要

があろう．本稿で紹介するKent,Ｒ・Louise(1974)の

IanguageAcquisitionProgramfbrtheRetarded

andMultiplylmpaired(以下，ケント・プログラム

と略)は，重度児や重複障害児を対象として考案さ

れたもので，適用年齢範囲も幼児～成人と幅広い．

米国のプログラムをそのまま我国の実践に供用する

ことには，生活環境の違い，言語構造や音韻体系の

違いなどから，いろいろと問題も多い．すでに我国

でも東正ら(1979)のワトソン・プログラムの導入

や，一門(1978)のイリノイ・プログラムの紹介など

もあるが，併せて，ケント・プログラムが遅滞児の

言語指導の面で，部分的にでも活用できることを願

って，ここに，その一部を翻訳，紹介する．

ケント・プログラム

考案者のKent,Ｒ・Louiseの略歴を示すと，１９５６

年，インディアナ大学心理学部卒，1957年，同大学

で言語病理学・聴能学修士，その後，スピーチ・セ

ラピストとして脳性麻庫児のためのセンター(ルイ

ジアナ州)で働く．1966年，アイオア大学，言語病

理学・聴能学Ｐｈ.Ｄ､現在，ウエスタン・ミシガン大

学心理学部助教授，ならびに，ミシガン州立の精神

遅滞児施設の部長を兼任．

ケント・プログラムは，約８年を費して補足，修

正され，1974年に重度遅滞児のための言語指導プロ

グラムとして出版された．その後，版を重ね，精神

遅滞児のみならず，感覚障害児や，自閉症児，失語

症児，脳障害児にも有効なプログラムであることが

実証されてきた．指導方法としては，一次的，二次

的強化子を併用した行動変容技法を採用している．

表ｌにプログラム全体の構造を示した．前提技能，

言語理解，言語表現の３部門に分かれており，前提

技能合計５課題，理解課題合計28課題，表現課題合

計20課題から構成されている．それぞれの課題の学

習基準ならびに各課題別に内容を拡げられるように，

選択課題が付加されている．前提技能の訓練後は，

原則として，理解課題と表現課題を交互に進行する

ように組まれているが，発声模倣に限界の有るケー

スについては，順次，理解の拡大を図り，表現手段

をサイン・ランゲージに切り換えていくように指示

されている．

表１ケント・プログラムの構造

PTe-VerbalSection

（前言語部門）
:Attendingphase(学習態度）

Motorlmitation(動作模倣）

VerbalSection

（言語部門）

Receptive
（理解）

Expressive
（表現）

BasicReceptive
（基礎的理解）

、LVOcalImitatiOn

ReceptiveExpansionl4／(音声模倣)
＊

(理解の拡大)、LBasiCExpressive
ReCeptiveExpansionⅡ／(基礎的表現) も

、LExpressiveExpansiOnl

篭雲童鴬票↓

↓

、ル

SignLanguageandTotalCommumcatiｏｎ

一一原則的指導系列

……→変則的指導系列

表２ケント・プログラムの課題内容

1.00前提技能

学習基準 基単塵題 遺択陳題

1.10学習態度

1．１１ 肴席行動

30秒以上，手をひざに

おいて着席する

１．１２ 学習場面における不竃

応行動の除去

ArZrinらのAutiSm

rev画璽l＊の利用

1.13 100％正反応 事物の注視

人形ポールベル

車くし帽子カギ

くつ

～を見なさい

・常同行動と抽抗する一連の動作をくり返えさせる
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学習墓竃

1．１４ 100％正反応

1.20動作模倣

1．２１ 90％正反応

2.00理解課題

学習基準

2．１０基礎的理解

2．１１ 90％正反応

いずれか５項

目について２

試行

２．１２ 90％正反応

各項目２試行

２．１２ａ 90％正反応

２．１３ 90％正反応

2.20理解の拡大Ｉ

2.21 連続２セッシ

ョン１３項目

基準煤凹

アイ･コンタクト

課唾実施前のアイ・コ

ンタクト（呼名なしに

て訓練者の目を見る）

特定の動作模倣

つくえの上の事物を

指さす

両手を前に伸ばす

両目を指さす

鼻を指さす

上前歯を指てふれる

頭に手のひらを■く

両耳を指さす

立つ

座る

天井の唾気を指さす

基準裸趨

身体郎位のポインティ

ング

耳目愛手鼻

歯

～ちゃんの～はどれで

すか

あなたの～はどれです

ｶュ

事物のポインティング

人形ポールベル

車くし相子カギ

くつ

～はどれですか

箱の中からの事物の週

択

2.12と同じ事物

～を見つけなさい

部屋の部分のポインテ

イング

箱いすドア床

竃気つくえ

～はどれですか

中・重度精神遅滞児の言語指導

遭択課題

選択課題

立ちなさい

座りなさい

両手を組みなさい

くしで愛をときなさい

歯をみがきなさい

鼻をふきなさい

目を閉じなさい

耳を洗いなさい

人形寧寧を揺すりなさい

ポールを投げなさい

ベルを鴇らしなさい

車を押しなさい

帽子をかぶりなさい

くつをみがきなさい

同上

いすの上にカギを置き

な さ い

ドアを閉めなさい

床をモップでふきなさ

い

電気を消しなさい

つくえをふきなさい

箱の中にくしを入れな

さい

2．２１

2.22

２．２３

中同じ１０項目

正反応１セ

ッションで各

項目２試行

９項目中同じ

７項目正反応

ｌセッション

で各項目２試

行

90％正反応

連続２セッシ

■ン１０項目

中同じ８項目

正反応

2‘3０理解の拡大Ⅱ

２．３１ 90％正反応

耳を洗いなさい

手を洗いなさい

顔寧を洗いなさい

歯をみがきなさ1,、

髪にブラシをかけなさ

い

髪をくしでときなさい

鼻をふきなさい

口傘をふきなさい

目を閉じなさい

目を開けなさい

手を握りなさい

立ちなさぃ

座りなさい

＊新しい名飼

事物に関しての指示さ

れた行為の遂行

車を押しなさい

人形を揺すりなさい

ポールを投げなさい

くつをみがきなさい

相子をかぶりなさい

帽子をとりなさい

くつを履きなさい

くつを脱ぎなさい

２つの箱の中からの事

物の遍択

2.12と同じ事物

～を見つけなさい

部屋の部分に関しての

指示された行動の遂行

いすの上にカギを置き

なさい

いすの上に人形を置き

なさい

ドアを開けなさい

ドアを閉めなさい

床をふきなさい

床をはきなさい

電気を消しなさい

電気を付けなさい

つくえをふきなさい

箱の中にくしを入れな

さい

身体部位のポインティ

ング２

耳手目口顔

鼻髪歯

人形の～はどこですか

～ちゃんの～はどこで

す か

23'|，‘%正反感|揺蹴関して。
身体部位に関しての指ｌ見本合わせ

示された行動の遵行

*傘人形のあかちやん

－１３３－

箱の中に～を入れなさ

い

いすの上に～を置きな

さい

事物と事物

事物と絵

絵と絵

見なさい．これは～で

す

別の～を見せて下さい

2.12と同じ事物を使用

同上

2.22ａの基準課題と同

じ内容

私に～を見せなさい

私に～をください

～を見つけなさい

いすにカギを置きなさ

い

いすに人形を腫きなさ

い

床にカギををきなさい

床に人形を置きなさい

つくえにカギを置き

なさい

つくえに人形をのせ

なさ１，、

箱の中にカギを入れな

さい

箱の中に人形を入れな

さい

追加：ひざ足腕

脚

壁に写った体の影を使

用

あなたの～はどこです

か

２．１３について保持チェ

ック

追加：壁線円

2.23について保持チェ

ック

追加：



2.32

２．３３

２．３３ａ

２．３４

学習基砿

90％正反応

90％正反応

連続２日間の

色の分類で

100％正反応

2.40理解の拡大、

2．４１ 90％正反応

基準課題

いすの下に～を置きな

さい

床に～を置きなさい

つくえの上に～を置

きなさい

つくえの下に～を置

きなさい

2.12と同じ事物を使用

関連する２つの事物の

選択

く つ下＊くつ

コート車帽子

ヘアブラシｃくし

～と…をください

。新しい名詞

箱の中からの関連する

２つの事物の選択

2.33と同じ事物を使用

覆った箱に６つの物を

入れて．～と～をくだ

さい（関連のあるもの

のみ）

色の分類（単色の積木

を使用）

赤緑青黄黒

白紫橿茶

身体と空間に関しての

指示の逮行（動詞十場

所）

箱の中に入れなさい

上を見なさい

下を見なさい

横になりなさい

立ち上がりなさい

ぐるりと回りなさい

線の上を歩きなさい

円に沿って歩きなさい

円の中に入りなさい

つくえの下をくぐり

なさい

壁にむかって走りなさ

い

こちらへ来なさい

トンネルをくぐりなさ

い

一門恵子・坂本裕

遭択課題

ドアをノックしなさい

壁にふれなさい

線の上を歩きなさい

円の周りを歩きなさい

2,33ａに直接進む

関連のある２つの事物

と関連のない２つの事

物について交互に要求

色に基づいて好きなも

のを分類

2.32と同様

追加：線円壁卜

ンネル

－１３４－

２．４２

2.42ａ

2.43

２．４４

｜ ’
90％正反応

連統２セッシ

ョン100％正

反応

連続２セッシ

ョン２/9色が

一貫して正反

応

2，５０理解の拡大Ⅳ

２．５１ 90％正反応

2.52 90％正反応

２．５３ ９０粥正反lＩ90％正反応

連続最低10回

試行

～はどれですか

箱の中からの事物の選

択

人形ポールベル

ブラシ車コート

くし幅子鍵くつ

くつ下

(全部箱の中へ入れて

おく）

～をみつけなさい

（トレーナーに手渡さ

せる）

大小の分類

10の大きなものと10の

小さなものの分類

例えば，大きなくし１０

本と小さなくし10本

同色のもの

色の弁別

(単色の積木を使用）

赤緑青黄黒

白紫橿茶

～色はどれですか

場所に関しての指示の

遂行（動圃十名詞十場

所）

ポールを箱の中に投げ

入れなさい

ポールを上に投げなさ

い

ボールを下に投げなさ

い

ポールをトンネルの中

にころがしなさい

ボールを壁にむかって

投げなさい

ポールを私の方に投げ

なさい

ボールを円の中に入れ

なさい

新しい名飼に関しての

指示の遂行（動詞十名

詞）

くぎを叩きなさい

紙をやぶりなさい

パンを切りなさい

水を注ぎなさい

円を書きなさい

線を書きなさい

塔を作りなさい

ベルを鳴らしなさい

車を押しなさい

赤ちゃん（人形）を揺

すりなさい

大きいものの選択

大小の２つの事物

｜ ’
基準課題と同様

2.42で学習した適切な

項目

特に加えた事物以外は

基準課題と同様

他の色の学習

2.41の内容を応用

追加：ナイフフォー

クスプーン皿ナ

プキンコップ

(つくえの上にセツ

卜する）

～はどれですか

基単課題と同じ事物

１回２つのペアを提示



学習基瀧

２．５３

２．５４ 90％正反応

２．５５ 90％正反応

2.60理解の拡大Ｖ

２．６１ 90％正反応

２．６１ａ 90％正反応

2.62 90％正反応

騰噛課題

１回１ペアを提示

人形くしポール

棺 子 くつスプーン

くつ下くぎ車箱

どちらが大きいですか

lから５の選択

5枚のトークンを使用

1つください

２つください

３つください

４つください

５つください

色と事物の組み合わせ

ての事物のポインティ

ング

(ａ)2.34の保持チェッ

ク

(ｂ)使用する事物につ

いて保持チェック

(ｃ）私に青い積木をく

ださいなど2.44を

織り返す

(。）色十事物；２つの

事物十各試行２つ

の色

赤緑青黄黒

白紫橿茶

積木鉛 筆 線 ボ ー

ル（少なくとも５つ）

円車くしくっ下

紙コップ

例：赤いボール赤い

くつ下緑のポール

緑のくつ下

赤いくつ下をください

語嚢の拡大：名詞

2.42の続き

箱の中からの事物の遺

択

2.42ａの続き：１１から

16項目までひろげる

大小の遺択

５つの異なる大小のセ

ット

同時に１つのペアを提

ホ

大きい方をください

小さい方をください

中・重度精神遅滞児の言語指導

遺択課題

大きいくしはどれです

か

大きいくつはどれです

か
鋤1…隙隠深

5つの事物

くしを２つください

カギを５つください

など

2.44で学習されていな

い色の学習

絵の分類

～をください

食 べ る 物 遊 ぶ 物 飲

む 物 着 る 物 乗 る 物

食べる時使う物

2.61の選択課題と同様

同時に２つのセットを

提示する以外は基準課

唖と同様

大きなくつをください

小さなくつをください

3.00表現課題

学習基準

3.10音声模倣

3.10 50％

3.20基礎的表現

３．２１ 90％正反応

３．２２ 90％正反応

ｦ0％

11…’
－１３５－

カギが２つのものをく

ださい

基単課題

音声模倣

身体部位

耳目髪手鼻

歯

事物

人形ボールベル

車くし帽子

カギくつ

部塵の部分

箱いすドア床

電気つくえ

同じように首ってどら

ん「～」

補足課晒

・母音模倣

アイウ

･類似音の炎出

ア

・音声模倣と動作模倣

の結合

手たたく→足をなら

す→音声模倣

(段階的に．動作模

倣を消去）

身体部位の名称

耳口 髪手 鼻

歯

これは何ですか

事物の名称

人形ボールベル

車くし帽子カギ

くつ

これは何ですか

隠された事物の名称

3.22

中に

と同じ事物を箱の

隠しておく：１回

に１つの事物

選択課題

形成が困鮭な場合は．

サイン・ランゲージの

学習に進む

色の分類（2.34参照）

指示された色の毅イン

ティング（2.44参照）

色の名称

(3.41参照）

数唱

１

１２３

１２３４

１２３４５

(数えるためのものと

してトークンを使用）

’



学習苓砿

３．２２ａ

３．２３ 90％正反応

3.30褒現の拡大Ｉ

3.31 90％正反応

３．３２ 90％正反応

3.32ａ 90％正反応

3.33 90％正反応

基碩鳳廼

箱の中に何があります

力２

躯屋の配分の名称

箱 いすドア床

竃気つくえ

これは何ですか

身体部位を用いての所

有者の弁別

耳目畳手具

これは雄の～ですか

返答（ｌ隔て）：人形

の私の～ちゃんの

(子供自身の名前）

部屋の中の事物

(～の上，～の中）

人形ポールベル

車くし帽子カギ

くつ

箱の中には何がありま

すか

いすの上には何があり

ますか

床の上には何がありま

すか

つくえの上には何が

ありますか

返答（ｌ隔て）：子供

が事物の名称を言う

なくなった事物の名前

何がなくばりましたか

2.32中と同じ事物：１

回に１つの事物を使用

何がなくなりましたか

返答（ｌ悟で）：子供

が事物の名称を言う

部屋の中の事物に関し

ての前澄飼の理解

3.32中と同じ事物

～はどこにありますか

返答（ｌ雁で）：子供

が部屋の部分（網い

す床つくえ）の名

称を言う

以下の場所に事物を■

く：箱の中床の上

いすの上Ｉ,､すの下

つくえの上つくえ

の下

一門恵子・坂本裕

遺択願凹

3.22と同繊

基準煤■と同織

追 加 ： ひ ざ 足 腕

脚歯

返答（２隔て）：

人形の～

私の～

～ちゃんの

基準課■と同梯

返答（２暗または３梧）

事物十前腫飼十部屋の

部分

基準操■と同樺

返答（２曙査たは３語

で）

～がない

～がばくなった

基準裸図と同様

返答（２曙または３膳

で）：

事物十躯■の郁分

人形いす

事物十駆肥の郎分十位

置

人形いすの上

3.34 ４拭行におい

て100％正反

応．ｌ要求に

つき２項目

3.40褒現の拡大Ⅱ

3．４１

３．４１ａ

９つの色のう

ち任恵の２色

（テキスト参

照）

90％正反応

棚蝋に剛同

返答（l悟で）

投げる押す

色の名称（単色の積木

を使用）

赤青禄黄黒

檀紫茶白

これは何色ですか

隠されている色の名称

3.41で学習した色：

１回につき１個の単色

５積木を使用

この箱の中には何色が

あるでしょう

ポールを投げる

車を押す

基準煤凹と同様：その

他の色について指導

これは何てすか

返答（２臆て）

色十事物

赤いくし

3.41と同梯にその他の

色について指導

3.42190％正反応’２つの事物の名称 基醜煤凹と同様

返答（３隔て）

3.43

３．４４

90％正反応

１セゥシ■ン

で２拭行正反

応

3.50麦現の拡大、

人形ポールベル

ヘァプラシ車コー

ト〈し棺子カギ

くつくつ下

箱の中に何ｶK入ってい

るでしょう（同時に２

つの事物）

返答（２膳て）：子供

は事物の名称を首う

ポ ー ル く つ

事物の名称と郎屋の部

分と位■

3.33と同橡の鳳睡

～はどこにありますか

返答（２幅で）：子供

は事物の名称と部屋の

部分を首う

ぐしつくえ

５までの数唱

数えるための物として

５つのトークンを使用

返答：子供は続けて５

つのトークンを数える

１２３４５

名同十接碗踊十名飼

ポールとくつ

基数喋凹と同様

返答（３隔て）：

名詞十名周十位■

くしつくえの上

単色の積木や小さなく

し。鉛筆などを数える

３．５１

瞬に::鷲|;駕駕：
ＢＵＵ■■
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3．５１

３．５１ａ

学習墓皐

いずれか１つ

のカテゴリー

について90％

正反応

基準煤幽

返答（１語で）：子供

Iま絵の名称を言う

身体部位

耳目受手鼻

■

新しい名詞：顔足

ひざ 口

郎屋の部分

箱いすドア床

竜 気つくえ

新しい名詞：蟹トン

ネル

身につける物

帽 子くつ

新しい名飼：コート

くつ下

おもちゃ

人形ポールベル

車

折しい名詞：積み木

食べ物と飲み物

新しい名澗：パン

キャ ンディ水

（トークン交換で学習

された事物を加える）

身近かな物

＜ しカギ

新しい名飼：ブラシ

形

タオル石けんく

ぎかなづち柾

鉛筆コップフォ

ークナ イ フ ナ プ

キン 皿スプーン

新しい名飼：直繊

円

膳量の拡大：

なくなった事物の名称

３つの事物を使用

3.51で学習された事物

１度に３個

何がなくなりましたか

返答（１膳）：子供は

ばく触った事物の名称

を言う

中・重度精神遅滞児の言語指導

週択陳■

返答（１雁または２雁

で）：

要をとかすまたは

とかす

3.51と同橡

3‘5２

｜ ’
３．５３ 90％正反応

3.54 100％正反応

赤ちゃん（人形）を揺

すりなさい

色の名称と事物の名称

3.41で学習された色の

ついた事物について最

低５組

3.41の保持チェック

3.22の保持チェック

これは何ですか

返答（２膳）：子供は

色と対象の名称を言う

赤いくし

見えなくなった事物の

１から５の数唱

3.44の保持チェック

箱（貯金箱）の中にト

ークンを入れながら数

える

返答：子どもはトーク

ンを入れながら５まで

続けて数える

付：トークン交換の会騒

｜ ’
通う色の２本のマーキ

ングペン

どちらの色が欲しいて

すか

返答（１語）：

子供は色の名称を言う

いくつありますか

（ｌから５について）

トークンまたは他の事

物を使用

雄がトークンを持っていますか私です

あぱたは何が欲しいですか

いいてすよあなたのトークンをください（トークンをあげる）

ありがとう

( 子供に～をあげる）ありがとう

どういたしまして

ジュースもあげるよ

(子 供 に ジ ュ ー ス を あ げ る ） （ ジ ュ ー ス を 飲 む ）

あなたの～はどこてすかもうばくなりました

あなたのジュースはどこですかもうなくなりました

もっと欲しいですかもつと

(子供にもっと～をあげる）ありがとう

どういたしまして

これは雄の～ですか（名刺）または私のもの

～が欲しいですかいいえ

(好きでないもの）

指導事例

対象児

Ｍ､Ｈ・昭和48年９月生れ(指導開始時年齢１１：８)，

男児．Ｆ養護学校６年生．診断名：身体発育不全を

伴う重度精神遅滞．生下時体重30809,生後５カ月

目に強直性けいれん．始歩２：３，初語４：０「ママ

パパ｣．牛島式乳幼児簡易発達検査結果は，ＣＡ１１：

11,ＤＡ２：６，ＤＱ２１･下位検査項目では「～を持

ってくる」などの簡単な指示に従ったり，身近な事

物の絵の識別はできる．「上，下，中」の位置概念

は形成されておらず，積木構成や，３桁の数唱も未

通過である．日常の学校生活では級友や面白い活動

－１３７－



に対しては興味を示し，積極的に関わりをもとうと

するが，転導性が高く，行動を中断して活動場面か

ら逃避してしまうことが多い．

以上のような本児の能力の実態と生活状況に合わ

せて2.32と２．３３について修正プログラムを作成した．

2.32では「箱の中に入れる」を「ダンスの中に入れ

る」に変え，2.32の「コートと帽子」「ヘアープラ

シとくし」のペアを「タオルと石けん」「皿とスプ

ーン」に変更した．

2.32の「位置関係」では，プログラムの修正前は，

すべて「机の上に置く」といった固着反応がみられ

た．しかし，修正後，「ダンスの中」と「机の上」の

相互に区別し易い位置関係であることや、「ダンス」

が手がかりになっている面もあり，行動の調整が容

易になった．ただし，「～の下」の課題については，

学習の混同を避けて，訓練を保留している．

2.33の「関連のある２つの事物の選択」では，プ

ログラムにおいては，事物６個を同時提示となって

いるが，本児に対しては，関連のない事物を１個だ

け加えて３つの事物を提示することから開始した．

指導経過

昭和60年５月よりケント・プログラムを用いて指

導を開始．指導は主に月曜から金曜の教科別指導

「ことば・かず」の時間帯に，プレールームのコー

ナーで，個別指導の形態で行った．なお，夏休み期

間中の家庭での指導は，筆者らのスーパービジョン

の下に，特殊教育科の女子学生が当った．

ケント・プログラムの導入後，前提技能，基礎的

理解，音声模倣，理解の拡大Ｉ，基礎的表現の各項

目は，スムーズに通過した．しかし．理解の拡大Ⅱ

の2.32の「位置関係」および2.32の「関連ある２つ

の事物の選択」になると，たちまち正反応率は，チ

ャンス・レベルに低下した．

ＭＨ． 生年月日７３．９．１４
－

最終訓練課題

年齢１２：Ｏ

継続指導中
一

対象児

4か月ケント・プログラム指導日数

検査者一Ｓ､Ｙ、‐ 8５．９．２５検査実施Ｉ

８０９０ 0０９０８０７０６０５０４０３０２０１０1０２０３０４０５０６０７０

一門恵子・坂本裕

雪宅‘■‘ロロロー

Ｍ,Ｈ､児の指導の経過

理
解
の
・
理
解
の
・
理
解
の
・
唾
騨
、
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中・重度精神遅滞児の言語指導

１つ１つの事物の名称は理解していたが，本児のメ

モリー・スパンの短かさや，聴覚的インプットのみ

で視覚的手がかりがないためか，当初は３つの事物

を手当り次第に訓練者に差し出してしまう状態であ

った．現在，約50％の正反応率であるが，「くつと

くつ下」のように発音の類似した語のペアでは，

まだ反応が不安定である．2.33については，現在，

母親による家庭での指導を併行して開始したところ

である．

図ｌに本児の指導経過の全体的なプロフィールを

示した．本児の全般的な認知能力の弱さから，理解

の拡大に関しては，今後の指導の難しさが予想され

る．これからも，他人の口真似の好きな本児に対し

て，積極的に表現の拡大を押し進める方向で，さら

に取り組みを続けていきたいと考える．

おわりに

重度精神遅滞児を対象とした米国の言語指導プロ

グラムの１つであるケント・プログラムの内容と指

導手続について，その１部を紹介し，併せて，指導

事例について報告した．指導期間がきわめて短いた

め，プログラムについてのじゅうぶんな検討，吟味

はできないが，対象児に合わせて内容や手続に多少

の修正を加えれば，本プログラムに遅滞児の言語指

導に活用することは可能と考える．

ケント・プログラムの利点としては，①生活に密

着した課題内容が豊富であること，②理解課題から

すぐに表現課題に移行してしまわずに，理解能力の

拡大，深化を図ることができる，③動作遂行課題が

多く，行動レベルでの理解の拡大が図れる，などの

点が挙げられる．

しかし，今後の課題としては，①我国の生活状況

に合わせた課題内容の修正，②音韻体系の違いによ

る発音難易度を考慮した表現語業の選択，③対象児

に合わせたスモール・ステップ化，などの問題を残

すものである．さらに，適用事例を増やす中で，以

上の事項について検討していきたい．
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